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研究成果の概要（和文）：　例えば，顔認知は右半球，文字認知は左半球というようにヒトには大脳半球機能的
左右差がある．本研究では，顔，物体，漢字，スクランブル文字に対する事象関連電位を計測し、気づきの有無
や半側視野刺激の条件下で大脳半球機能的左右差を検証した．その結果，P100は，気づきの有無や刺激種類に関
わらず刺激視野対側で大きかったが，サブリミナル知覚条件でＮ170は認められなかった。意識上条件では、左
右半球にかかわらず顔Ｎ170が物体N170より大きかった．しかし、文字刺激では刺激視野対側N170が左半球での
み大きかった．このことから、左右半球で半視野効果や認知処理に対する影響が異なることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：There have been a lot of literature on the theory of brain localization on 
face and word recognition: The left FFA respond to faces while the right VWFA does to visual words. 
In this study, high-density ERPs for face, object, Japanese kanji word, and no meaning scrambled 
word stimuli were recorded either by the right or left visual field presenting under the subliminal 
and supraliminal conditions. The contralateral P100 was significantly larger than the ipsilateral 
one in any condition. In contrast, the N170 was not observed in the subliminal condition. In the 
supraliminal condition, the face-N170s were significantly larger than those for the object stimuli 
in both hemispheres. However, the contralateral word-N170s were significantly larger than the 
ipsilateral one in the left hemisphere, but right word-N170s were not. Therefore, the effect of 
visual field on each hemisphere was different, which suggests the presence of functionally 
lateralization of hemisphere for faces and words.

研究分野：リハビリテーション科学
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１．研究開始当初の背景 
半側空間無視（unilateral spatial neglect，

USN）は，右半球の上側頭回，角回を主な責

任病巣とする空間認知障害であり，右半球損

傷者の 30～40％に出現することが知られる．

USN 患者は運動麻痺や感覚障害のみの患者

よりも日常生活活動の自立や社会復帰を強

く阻害されてしまう．USN の神経機序は明

確にされていないが，注意障害仮説が有力で

あるが，近年 USNには注意障害のみならず, 

気づきの障害が関連することが指摘されて

いる． そこで, 我々は USN の注意と気づ
きの関係性を調べるため， USNを呈する

右半球損傷者，USN を呈さない右半球損

傷者，左半球損傷者の 3群を対象に，実地
調査および半構造化インタビューを実施し，

以下のことを明らかにした（高宮，沖田，

未発表データ）． 

① USN 者の誤行為は注意障害だけでは

説明できないことを観察した：前方の

目的地へ非麻痺側の上下肢で車いす

自走を行う課題で， USN群全員が主

に壁に衝突したことを原因に課題を

達成できなかった．USN 者は壁に衝

突したことは認識していたが，そのま

ま動作を継続しようとしたり， USN

を呈さない右損傷群や左損傷群のよ

うに非麻痺側下肢をつかう方略を見

つけることができなかった． 

② 気づきが生じない群，気づきは生じる

ものの行動変容に至らない群，気づき

を伴い動作遂行可能な群の 3つに分類

できた：例えば机上課題（BIT行動性
無視検査より選定）における行為，プ

ッシュフォン（電話）で指定された番

号を押す課題では，左側にある 7など
に対し，他のボタンを押して補うなど

気づきが生じなかった群，「数字がな

い」や「見つけられない」という趣旨

の発言がきかれた群，遂行可能な群が

あった． 

③ USN 症状が重度であるほど身体機能
に対する気づきに欠ける（自己の能力

を過大評価している）傾向があった． 

 

以上の結果から，申請者は USN には注意

障害仮説だけでは説明できない気づきの障

害があり，気づきの障害によって亜型分類

できると考えるに至った．USN の病態に

は注意障害だけでなく気づきの障害が関与

している可能性がある．さらに，気づきの

障害を亜型評価・分類することは，病型ご

とに最適化された治療アプローチの開発に

つながる．このような視点に基づいた評価

方法・分類法は現存せず，気づきの障害の

神経基盤についても明確にされていない． 

 
２．研究の目的 
 半側空間無視と気づきの関連が指摘され

ており，申請者が行った行動学的調査でも，

半側空間無視の病態には気づきが影響して

いること，気づきの障害が右半球損傷によっ

て生じやすいこと，を見出した．しかし，気

づきに基づいたヒトの認知機能の詳細な神

経基盤は明らかにされていない．そこで本研

究は，健常成人を対象に視覚的気づきの神経

基盤を事象関連電位で解明することを目的

とする．具体的な研究項目は，①意識上刺

激・意識下(サブリミナル)刺激を用い，気づ

きによってヒトの視覚認知処理にどのよう

な変化が起こるのか，②ヒトの視覚認知処理

過程に左右の半球差が生じるのか，を検証す

ることの 2つである． 
 
３．研究の方法 
 本研究計画では， 128-ch EEG（図１）を

用いて, 以下の手続きで進める. 
 

① 各種の半視野視覚刺激（顔，物体，漢字，

スクランブル文字）をそれぞれ意識上知

覚(300ミリ秒)，サブリミナル知覚(17ミ

リ秒)条件で提示して ERP を記録する．

なお，先行研究により顔刺激は右半球，

文字認知は左半球に側性化があると報告

されている． 

② 得られた ERPの潜時や振幅を比較して，

意識上・サブリミナル知覚条件で，一次

視覚野 (P100) や紡錘状回 (N170) の脳

活動に変化が生じるのか解明する． 

③ 顔―物体刺激，漢字単語―スクランブル

文字刺激に対する ERPの潜時・振幅の半



球間差を解析する．ならびに左右視野依

存性に，脳活動が左右差を生じるのかを

分析する． 
 
 
 
 
 
 
 
     図 1 128-EEG 

 
 
４．研究成果 

  

 本研究において得られた結果は下記の通

りである． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2 意識上知覚での各刺激に対するＰ100 
 
 

① サブリミナル知覚条件では P100 の誘発

は認められたが，N170 の誘発は認めら

れなかった． 

② 意識上知覚条件では，左右半球にかかわ

らず刺激対側P100が刺激同側P100より

も大きかった（図 2）． 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 3 意識上知覚での各刺激に対する N170 
 
 

③ 意識上知覚条件では，左右半球にかかわ

らず顔Ｎ170 が物体 N170 よりも大きか

った（図 3）． 

④ 意識上知覚条件における文字Ｎ170（漢

字／スクランブル文字）は左半球でのみ

対側 N170 が同側Ｎ170 よりも大きかっ

た（図 3）． 

 

 以上より，サブリミナル知覚では一次視覚

野の脳を賦活させるが，刺激視野対側半球を

選択的に賦活させる半視野効果と紡錘状回

の明らかな脳賦活は認めらなかった．  

 意識上知覚では，いずれの視覚刺激におい

ても一次視覚野での半視野効果が示された．

しかし，紡錘状回の活動を反映する N170 に

ついて，顔認知では左右半球にかかわらず

“domein specificity”と呼ばれる刺激自体

の特性に基づく現象が認められた．他方，文

字認知においては左半球でのみ半視野効果

が明らかとなった． 

 したがって，左右半球に対する半視野効果

は異なり，顔と文字認知の側性化と処理過程

への影響が異なることが示唆された． 
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